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Topics 

 ２０１６年１月９日（土）～１４日（木）、２学年SGHコースの
生徒（３５名）は、シンガポールでフィールドワークを実施し
ました。 
 
 現地では、ナンヤン女子高校を訪問し、２日間にわたり協
同学習を行いました。ナンヤン女子高の生徒たちとお互い
の文化や学校生活の様子を紹介したり、グループに分か
れて、自分たちの作成したビジネスモデルを説明し、それ
についてディスカッションも行いました。 
 
 また、現地のスーパーマーケットやチャイナタウンで、アン
ケート調査や市場調査を行いました。 
 
 最後に、イェール-NUSカレッジを訪問しました。そこで、
現地大学生と英語で1対1の約40分間にわたるディスカッ
ションを行ったり、大学内でのアンケート調査も行いました。 
 
 シンガポールでの交流や活動は、貴重な経験となりまし
た。この成果を活かし、SGHの探究活動をさらに深化させて
いきます。 
 
From January 9th to 14th, our SGH (Super Global High 
School) class (made up of thirty five students) visited 
Singapore and conducted fieldwork there. 
 
Firstly, they visited Nanyang Girls’ High School and 
studied together with the students for two days. Both 
groups of students were divided into groups and 
introduced their own culture and school life to each other. 
Our students gave presentations in English about their 
business models and both groups of students held 
discussions regarding them. It was really a wonderful 
opportunity for our students to talk with the Nanyang 
students and to learn about the life and culture in 
Singapore.  
 
Secondly, our students conducted questionnaire surveys 
and marketing research at local supermarkets, Chinatown 
and Orchard Street. 
  
Finally, they visited the Yale-NUS college. They had one-
to-one discussions with university students in English for 
approximately 40 minutes. They conducted questionnaire 
surveys on the campus, too. 
 
Through meeting and talking with lots of Singaporean 
people, our students obtained valuable experience. They 
will surely make use of this experience and deepen their 
research activities. 
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Information 

☆ SGH講演会の講師、増田是人参事官が在マリ日本国大使館
のFacebookでマリの情報を発信されています。ぜひ、一度ご覧く
ださい。                              

☆ 海外に行かなくても国際交流ができる「ホームステイ」受入ボラ
ンティア、通訳ボランティア等があります。ご家族のご理解が得ら
れるのであれば、青森県国際交流協会、青森市経済部交流推進
課等で登録できますので、問い合わせてみてください。     



この１年間、SGHの取り組みは、いかがでしたか？SGHを通じ
て、皆様一人ひとりが多くの出会い・交流・人とのかかわりを 
体験されることを願っています。 (SGH事務補助員 青木)                          
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 ２０１６年１月８日（金）、１学年の参加希望生徒３４名が三沢基
地内エドグレン高校生徒に対して、インタビュー活動を行ってき
ました。 
 
 生徒２人が１組となり、エドグレン高校生に対して英語で訪問
の理由を話したり、地域の文化を紹介し意見を聞いたり、また、
各ペアのテーマに則ったリサーチ等をインタビュー活動で行い
ました。 
 
 今回のインタビュー活動を通じ、生徒たちは、「自分たちの英
語は通じる」「相手の言うことが理解できる」「もっと深く話ができ
るようになるためには、語彙力をつけなければいけない」という
感想を持ち、英語によるコミュニケーションの楽しさ・難しさ・大
切さを感じることができた貴重な機会でした。 
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編集メモ 

 ２０１６年２月１０日（水）、1学年SGH生徒課題研究公開発表
会を開催しました。 
 各クラス代表７グループが、課題研究の成果を発表しました。
多くの方々のご参加を賜り、本当にありがとうございました。 
 １学年の生徒達は、今年度１年間を通じ、SGH講演会で
様々な課題について学んだり、フィールドワークで実地調査
やインタビューを実施したり、プレゼンテーションの技法などを
学んだり、新しい多くのことを経験しました。研究発表会では、
その成果が十分に伝わってくる発表ばかりでした。 
 SGH事業に寛大なるご理解を示してくださった、保護者の
皆様、地域の皆様、SGHに御協力を頂きましたすべての皆様
に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 
【発表タイトル一覧】 
１組 『駄菓子を売り込む～小さな魔法、子供の笑顔～』 
２組 『１２月の観光客の獲得～ビーチで冬の青森を熱く～』 
３組 『青森の観光客をツアーで増やす～君をのせて青森発、 
    未来行き～』 
４組 『もっと熱くなれよ！高校生と学ぶ「難民」』 
５組 『青森県永遠のゴミ０』 
６組 『現代の労働者問題～ニートのない社会を目指して～』 
７組 『グローバルアップル～安心して下さい。青森県産です 
    よ～』 
 
※発表タイトルの並びは発表順ではありません。 
  本校ホームページにも、本年度１年間のSGH活動報告を 
  日本語と英語で掲載しています。ぜひご覧ください。 
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